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 [授業の概要・目的]
中国古典世界の文学者や知識人たちの逸話を読む。（『太平広記』選読）
高校までの漢文と異なる観点から中国古典文を読解してゆく。読解を通して、日本にも影響を与え
た中国古典世界の教養や価値観、考え方を紹介してゆく。

 [到達目標]
中国古典世界を支えた、知識人及び民衆の発想や表現を理解することが出来るようになる。読解を
通して、東アジア世界の根底にある中国的教養が理解できるようになる。 
中国古典文について、高度な読解力が身につく。

 [授業計画と内容]
　中国古典世界において、文学の担い手は知識人の集団であった。彼らは優れた才能の持ち主たち
であった。しかし、一方で極めて人間的な逸話も残している。それらを読んでゆくことにより、中
国古典世界をより親しみやすいものにしたい。高校までの漢文の授業のように、読解だけを目的と
するのではなく、読解を通して、広く中国古典文化を紹介することを目的とする。宋代に編集され
た『太平広記』は全500卷で、テーマ別に前代の知識人の逸話を纏めている。
　比較的名前が知られている人物、例えば＜驍勇＞篇の趙雲や、＜文章＞篇の王維などの逸話、ま
た唐代伝奇中のキュウ髯伝（＜豪侠＞篇）などを、選読する。
　上記のような内容の話が纏められている＜驍勇＞篇＜文章＞篇＜豪侠＞篇の中から、あまり長く
なく、かつ比較的親しみやすい文章を選び、それぞれ五回前後の授業で順に読んでゆく。
　

 [履修要件]
後半（中国古典講読論Ｂ）の連続履修を推奨する

 [成績評価の方法・観点]
原則として平常点（20％）と定期試験（80％）で評価する。
平常点は、授業における発言。定期試験は筆記試験を行う。

 [教科書]
プリント配布
 [参考書等]
  （参考書）
漢和辞典は必携。

中国古典講読論Ａ(2)へ続く↓↓↓



中国古典講読論Ａ(2)

 [授業外学修（予習・復習）等]
必ず、辞書を用いて、課題文について大まかな意味を把握しておくこと。 
有名な逸話が多いので、授業で読解ののち、日中の物語などに影響がないか調査すること。

 [その他（オフィスアワー等）]
必ず予習してくること。

 [主要授業科目（学部・学科名）]


